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あらまし  本研究では，旅行ブログなどの大量の観光関連文書を，自然言語処理技術を用いて解析し，体験型スポットを自

動検出する．体験型スポットとは，観光客が能動的に行動する必要のある観光スポットのことで，例えば，しまなみ海道サイク

リングやオタフクソース株式会社のお好み焼き体験教室などが該当する．こうした体験型スポットの情報を訪日外国人観光客に

提供することで従来とは異なる広島の魅力をアピールすることができる．また，体験型スポットは比較的長時間を要するため，

広島の滞在日数の増加，ひいては経済効果にも一定の影響が期待できる．さらに，ある体験に対する類似体験型スポットについ

ても分析することで，さらなる魅力発見を試みる． 
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1. はじめに  

広島は世界的に見ても知名度の高い観光都市であ

る．広島の代表的な観光名所・施設は，「平和記念資料

館」「宮島」などであり，一日で見てまわることが可能

である．そのため，広島に訪れる外国人観光客は日帰

りであることが多く，それほど高い経済効果があるわ

けではない．広島により長期間滞在してもらうために

は，上記以外の観光名所・施設以外をアピールする必

要がある．  

そこで，本研究では体験型スポットに着目する．体

験型スポットとは，観光客が能動的に行動する必要の

ある観光スポットのことで，例えば，しまなみ海道サ

イクリングが該当する．体験型スポットの滞在には比

較的長時間を要するため，広島の滞在日数の増加，ひ

いては経済効果への影響も期待できる．さらに，ある

体験型スポットに対する他の地域での類似体験型スポ

ットを見つけ比較することで，ある体験型スポットの

セールスポイントや改善点を発見し，さらなる訪日外

国人観光客の増加につなげる．本研究では，これらを

旅行ブログエントリから見つけ，分析する作業を支援

するためのシステムを構築した．  

本論文の構成は以下のとおりである． 2 節では，本

研究で構築したシステムの動作例を示す． 3 節では，

類似する観光地の推薦や旅行ブログの自動分類による

行動分析に関する関連研究について述べる．4 節では，

体験型スポットとそれに対する類似体験型スポットの

分析，それに基づいた自動検出のシステムについて述

べる．5 節では，実験内容とその考察について述べる．

6 節で本論文をまとめ，7 節で今後の課題について述

べる．   

2. システムの動作例  

本節では，構築するシステムの動作例について説明

する．本システムでは，入力した動詞に関する体験型

スポットの情報を含むブログエントリが提示される．

システムの動作例として， “learn(学ぶ )”と入力した場

合の出力結果例を図 1 に示す．出力の例として，書道

体験や，禅体験ができるブログエントリが検出されて

いる．図 1 の画像の下に表示されている““description”:

“ learning””は，後述する手法を使って画像解析した

情報を表すものである．  

 

図 1：システムの出力例  

3. 関連研究  

本研究では，ある体験型スポットに対する体験型ス

ポットを自動検出し，それをもとに類似体験型スポッ

トの比較・分析も行うが，これまでに，ある観光地に



 

 

対して類似性のある観光地を抽出する研究はすでに行

われている．  

3.1. Web 上の情報を用いた類似観光地の推薦  

Web 上には，Twitter やブログ，YouTube，口コミサ

イト，また，旅行ガイドサイトなど，大量の情報が存

在する．これらを対象とした研究は盛んにおこなわれ

ている．そこで本節では，Web 上の情報を用いて類似

観光地推薦を行っている研究について述べる．  

上原ら [1]は，ユーザが入力した観光地に対し，類

似性の高い観光地を推薦するシステムを構築してい

る．Web からの情報源として，日本版 Wikipedia，

Yahoo!知恵袋，ブログ，地図画像を用いている．ま

た，観光地の特徴ベクトルは，知恵袋・ブログ上での

共起キーワードと時系列分布，知恵袋上でのカテゴリ

構造，観光地周辺施設，地図画像の 5 つの要素から生

成している．観光地間の類似度計算処理では，特徴ベ

クトル間のコサイン値を算出することで実現し，推薦

システムに反映している．本研究では，旅行ブログの

みを情報源とし，ある観光地に対する類似観光地を見

つけるシステムを構築している．   

土田ら [2]は，Word2Vec1を用いて単語が持つ意味の

加算・減算を可能にし，この意味演算を観光分野に応

用する研究を行っている．Word2Vec によってベクトル

空間を構築し，コサイン類似度によってそのベクトル

間の類似度を算出している．実験では，ある地域のあ

るランドマークに対応する他の地域のランドマークの

抽出を，意味演算を用いて行うことができることを示

している．これは，ある地域の観光スポットに対する

他の地域の類似観光スポットを抽出しているとも捉え

ることができる．  

また，吉田ら [3]は，旅行情報サイトじゃらんに掲載

されている各観光スポットに対するユーザレビューを

利用し，ある観光スポットの役割的特徴が類似する他

の観光スポットを推薦するシステムを構築している．

文脈や単語の語順を考慮した文書の特徴ベクトルを取

得できる doc2vec を用いて，各スポットだけでなく地

域タグ /カテゴリタグの特徴ベクトルも生成し意味演

算を行っている．類似観光地を抽出し，観光分野に役

立てる点で本研究と類似しているが，本研究では旅行

ブログエントリを対象としていることや，類似観光ス

ポットの見つけ方が大きく異なる．  

3.2. Twitter を用いた旅行者の行動分析  

本研究では，旅行者の行動分析のために旅行ブロ

グエントリを 5 つの観光タイプに分類されたものか

ら，「体験する」タイプに判定される基準を用いて，

自動検出したブログエントリを評価している．これま

                                                                 
1 http://code.google.com/p/word2vec/  

でに，Twitter から観光に関するツイートを取得し，

ユーザの行動分析を行った研究は多く行われている．  

中嶋ら [4]は，あるスポットの周辺でつぶやかれたツ

イートのことを指す観光ツイートを抽出し，収集した

ツイートを 3 つに分類することで，旅行者の好みに合

わせた観光ルートを推薦する手法を提案している．収

集した観光ツイートからそのユーザが訪れたスポット

を抽出し，それを時系列順に並べたものを観光ルート

とした．さらに，観光ルートを構成するスポットごと

に収集した観光ツイートを，「食事」，「景観」，「行動」

の 3 つに自動分類している．本研究でも，旅行ブログ

エントリを 5 つの観光タイプに自動分類された情報を

用いており，この点で類似している．しかし，本研究

では，自動分類された観光タイプの中でも特に「体験

する」タイプに着目して分析を行っている．  

佐伯ら [5]は，ツイッターから日本国内で投稿された

ツイートを収集し，そのユーザが訪日外国人なのか在

日外国人なのかを判定する手法を提案している．さら

に，日本人ユーザ，訪日外国人ユーザ，および在日外

国人ユーザに対して同一の手法で観光情報を抽出し，

結果に差異があることを確認している．本研究では，

旅行ブログエントリを投稿しているユーザ属性は利用

せず，旅行ブログエントリ自体の観光タイプの属性を

利用しており，さらに観光タイプの一部である「体験

する」に着目することで，より詳細な分析を可能とし，

観光分析の支援につなげる．  

3.3. 旅行ブログを用いた観光地分析  

本研究と同様に，旅行ブログを用いて観光地の分析

を行っている研究がある．旅行ブログエントリを登録

したポータルサイトには，旅行・観光ブログ村やフォ

ートラベル，TravelBlog などが挙げられる．そこで本

節では，旅行ブログを用いた観光地分析を行っている

研究について述べる．  

奥村ら [6]は，観光地開発の支援技術として，開発目

的地と類似する観光地における長所情報を収集・分析

する手法を提案している．長所情報の抽出は，Yahoo!

ブログの旅行カテゴリに登録されたブログを対象とし

て行われている．本研究とは，目的が異なっているも

のの，類似する観光地を利用している点や，旅行に関

するブログを情報源としている点で類似している．  

また，神田ら [7]は，大手検索サイトのブログを利用

し，ブログエントリの記述内容をカテゴリごとに分類

することで観光地分析を行っている．これにより，ど

のようなことをすればその観光地のイメージが好印象

なものとなりやすいかなどの地域発展の可能性を見出

している．しかし，対象としたブログエントリの件数

は 30 件と，人手で分析可能な程度しか扱えない．  



 

 

Fujii ら [8]は，分析用データのひとつである英語デー

タの TravelBlog 2から収集した旅行ブログエントリ約

50 万件を利用し，ブログ著者の属性情報 (性別，使用言

語 )，旅行者の行動の種類 (「見る」「食べる」「買う」「泊

まる」「体験する」 )を自動的に付与するシステムを構

築している．このシステムを用いることで，行動分析

する上での人手による時間や労力といったコストを抑

えている．観光タイプの判定については，判定基準を

設けており，本研究では，この判定基準のうち「体験

する」タイプの判定基準を利用し分析や評価を行った．

Fujii らは，「体験する」タイプに分類されたブログエ

ントリを自動的に抽出しているが，分類精度が十分で

はないため，本研究ではそのデータは使用しない．  

4. 旅行ブログによる体験型スポットの検出  

本節では，旅行ブログエントリを用いた体験型スポ

ットの分析について説明する．情報源として，旅行ブ

ログサイトの TravelBlog を利用する．TravelBlog には，

世界各国に関する旅行ブログエントリが写真とともに

掲載されている．また，ブロガーが旅行ブログエント

リを投稿する際には，どこに関する旅行ブログエント

リであるのかを「大陸」，「国」，「都市」の階層であら

かじめ決めて投稿する仕様となっている．本研究では，

投稿されている旅行ブログエントリの本文情報と画像

情報の 2 つを用いて分析を行う．旅行ブログエントリ

から体験型スポットを自動検出し，それに対する類似

体験型スポットを見つけ比較する第一歩として，体験

型スポットと類似体験型スポットについてそれぞれ分

析を行った．さらに，その分析結果をもとに体験型ス

ポットを自動抽出するシステムを構築した．4.1 節で，

分析結果について，4.2 節で体験型スポットを自動検

出するシステムについて説明する．  

4.1. 体験型スポットの自動検出に向けた調査  

本節では，体験型スポットの人手による分析につい

て述べる． TravelBlog に人手で緯度・経度・タイプを

付与したブログエントリが 736 件ある．この中で「体

験する」タイプに属するものは 181 件ある．まずは，

これらを対象に，どの地域でどのような体験ができる

のかを人手により分析した．その分析の結果の一部を

表 1 に示す．日本固有の体験ばかりではなく，海外で

も出来そうな体験も多くみられた．  

分析した体験の一部に対し，他の地域で類似体験型

スポットがないか，人手により分析した．TravelBlog 

の検索エンジンに，類似体験型スポットについてのブ

ログエントリが検出できそうなキーワードを入力した．

例えば，広島西条の酒祭りに対しては “wine taste”，マ

ツダの工場見学に対しては “car factory”をキーワード

として検索した．この検索結果の一部を表 2 に示す．

                                                                 
2 http://travelblog.org  

他の体験に対しても同様に検索した．  

検索結果をもとに，類似体験型スポットについて記

載された旅行ブログエントリの対の言語的な特徴を調

べたところ，ブログエントリ中で使用される単語で共

通するものはそれほど多くはないため，ブログエント

リ間の表層的な単語の一致率だけでは類似体験型スポ

ットを検出するのは困難であることが分かった．一方

で，一部の動詞，特にブログエントリ中に出現する継

続動詞には共通性があることや，ブログエントリ中の

画像も類似体験型スポットであるかどうかの判断にあ

る程度有用であることが分かった．継続動詞とは，動

作が一瞬では終了しない動詞を指し，滞在に比較的長

時間を要する体験型スポットを検出しやすいと考えら

れる．よって本研究では，旅行ブログエントリのテキ

ストと画像の両方に着目する．  

4.2. 体験型スポットの自動検出システムの構築  

4.1 節で述べた分析結果に基づき，旅行ブログ集合

から類似体験型スポットを自動検出するシステムを構

築した．このシステムは，“learn” (学習する )や “ski” (ス

キーをする )といった継続動詞を入力とし，入力された

動詞と関連性の高いブログエントリを自動検出する．

このシステムを用いることで，例えば何らかの学習体

験ができるスポットやスキーのできる世界各国のスポ

ットに関するブログエントリが検出されることになる． 

ブログエントリ中の画像がシステムに入力された

継続動詞に関するものであるかどうかを判断するのに，

Google Cloud Vision API3を用いた．Google Cloud Vision 

API は，画像から，乗り物や動物などさまざまなカテ

ゴリの物体を検出できるラベル検出，人物の顔だけで

なく感情といった顔の属性も識別される顔検出，自然

のランドマークや人工建造物を検出できるランドマー

ク検出など，有用な情報を引き出すことを可能として

いるサービスである．本研究では， “labelAnnotations”

というオブジェクトに継続動詞が含まれている場合，

この画像が掲載されているブログエントリを体験型ス

ポットに関するブログエントリであると判定する．図

2 に Google Cloud Vision API の解析例を示す．  

 

 

図 2：Google Cloud Vision API の解析例  

 

3 https://cloud.google.com/vision/  



 

 

表 1：人手で分析した体験型スポットの例  

都道府県  体験  

北海道  雪まつり，札幌ビール祭り，スキー  

富良野トリックアート美術館，  

羊蹄山登山，アイスラフティング，  

大雪山ハイキング，旭岳温泉，  

秋田  乳頭温泉，孫六温泉，小安狭温泉  

宮城  どんと祭  

福島  旅館で日本文化体験  

群馬  草津温泉，流鏑馬  

千葉  ディズニーランド・シー，足湯，  

着物体験，リンゴ狩り，いちご狩り  

東京  ビール博物館 (ビール試飲 )，  

皇居周辺散歩，東京マラソン，  

人力車，メイドカフェ  

トリックアート迷宮間  

神奈川  箱根湯本温泉，箱根くらかけゴルフ  

福井  スキー，スノーボード  

山梨  富士山登山，富士急ハイランド，  

ふじやま温泉  

長野  スキー，野沢温泉，トレッキング  

岐阜  日本酒試飲，染色物見学  

愛知  着物を着て犬山散歩  

三重  伊賀流忍者博物館 (忍者体験 ) 

鳥取  プリクラ，スキー，大山登山，  

カヤック，キャンプ  

広島  酒まつり，マツダ工場見学，  

しまなみ海道サイクリング，  

ステンドグラス作り  

山口  俵山温泉  

徳島  吉野川ラフティング  

愛媛  石鎚山登山，道後温泉，  

道後秋祭り，インディゴ染め，  

お遍路，大凧合戦  

福岡  玉取祭  

長崎  ハウステンボスのプール，  

ランタンフェスティバル  

熊本  黒川温泉，砂浴，竹瓦温泉  

大分  別府温泉，湯布院，堀田温泉，  

サイクリング，地獄めぐり  

沖縄  カヤック，シュノーケリング，  

ホエールウォッチング，  

西表島ジャングルトレッキング  

 

 

 

 

                                                                 
4 http://langsquare.exblog.jp/18154861/  

表 2：人手で分析した類似体験型スポットの例  

体験型スポット  キーワード  
類似体験型  

スポット  

マツダ  

工場見学  
car factory 

アウディの  

工場見学  

日本酒試飲  

(岐阜 ) 

wine taste 
ワイン試飲  

(フランス ) 

rum taste ラム・バハマ祭  

富士山登山  

climb  

a mountain  
キナブル登山  

hiking 韓国ハルラサン  

トレッキング

(長野 ) 
trekking ヒマラヤ登山  

着物体験  

(愛知 ) 

try 

traditional 

costume  

民族衣装体験  

(ベトナム ) 

しまなみ海道  

サイクリング  
cycling 

サイクリング  

(フランス ) 

 

5. 実験  

本節では，システムの有効性を示すために行った実

験とその考察について述べる． 5.1 節で実験および結

果について，5.2 節で考察について述べる．  

5.1. 実験方法および結果  

実験に用いるデータ  

本実験では，旅行ブログエントリ TravelBlog を利用

した．投稿されているブログエントリから，テキスト

のみを評価の対象としたブログエントリと，Google 

Cloud Vision API を用いて画像解析を行い，画像情報の

みを評価の対象としたブログエントリを扱い実験を行

った．また，体験型スポットを含むブログエントリで

あるかの判定に用いた継続動詞の一覧を表 3 に示す．

継続動詞は 20 語用意し，そのうち自動詞と他動詞が

10 語ずつ含まれている．この継続動詞は，エキサイト

ブログの「瞬間動詞と継続動詞」4というブログエント

リに掲載されている継続動詞の例を引用している．

“snow”のように，その動作を人がやることではない動

詞はあらかじめ除外した．また，Fujii ら [8]が英語旅行

ブログのタイプ判定をする際に用いた手がかり語リス

トから，情報利得を用いて「体験する」タイプのブロ

グエントリに頻出する手がかり語を 100 語収集したデ

ータがあるため，その中の動詞も利用する．しかし，

“get”や “pass”などのように 1 つの動詞に多数の意味を

持つ動詞 (多義語 )も含まれている．手がかり語は，その

ブログエントリが何をしたのかを明確に表す単語にす

る必要がある．したがって，得られた動詞の手がかり



 

 

語に対して，それぞれ WordNet5における語義数を数え，

12 個以上の語義を持つ動詞は削除し，残った動詞の中

から継続動詞であるものは，エキサイトブログから抜

粋した継続動詞に加えた．体験型スポットを含むブロ

グエントリであるかを判定するために使用した 20 語

は，その継続動詞の中からランダムで抜粋した．   

 

表 3：判定に用いた継続動詞一覧  

継続動詞  一覧  

他動詞  cook， learn，play，write，drive，

drink， talk， teach， fly，work  

自動詞  run，walk， sit， sing， ski， cycle，

snowboard，hike，kayak， climb  

 

比較手法  

提案手法の有効性を示すために，比較実験を行う．

比較する各手法について説明する．  

●テキストのみを対象とした手法 (テキスト法 )：

TravelBlog に投稿されたブログエントリのテキストの

みを対象とし，継続動詞が含まれるブログエントリを

検出する．  

●画像のみを対象とした手法 (画像法 )：TravelBlog に投

稿されたブログエントリに掲載されている画像に対し

て Google Cloud Vision API を用いて画像解析し，その

解析結果の中に継続動詞が含まれているブログエント

リを検出する．  

●テキストと画像の両方を対象とした手法 (テキスト＋

画像法 )：TravelBlog に投稿されたブログエントリのテ

キストと画像の両方を対象とし，テキスト中にも解析

した画像情報中にも継続動詞が含まれているブログエ

ントリを検出する．  

実験手順  

4.2 節で述べたシステムを用いて，体験型スポット

を含むブログエントリを検出した．本実験では，20 個

の継続動詞をシステムの入力とし，その継続動詞が

(Ⅰ )本文中に出現した場合，(Ⅱ )画像情報中に出現した

場合， (Ⅲ )本文中と画像情報中両方に出現した場合に

おいて，体験型スポットを含むブログエントリが検出

されているか否かを判定した．今回用いた継続動詞は，

“learn”や “write”などの他動詞と， “ski”や “diving”など

の自動詞の 2 種類を 10 個ずつ用意した．判定するブ

ログエントリは動詞ごとに 5 件とし，体験型スポット

を含むブログエントリであるときに正解とした．評価

尺度として，正解率を用いて評価した．  

 

                                                                 
5 https://wordnet.princeton.edu/  

正解率 =  
体験型スポットを含むブログエントリ数

判定するブログエントリ数
 

 

実験結果  

比較実験を行い，評価尺度には正解率を用いた．実

験結果を表 4 に示す．  

 

表 4：類似体験型スポットの検出結果  

 

5.2. 考察  

 本節では，体験型スポットを自動検出するシステム

の有効性について考察を行う．5.1 節で，(Ⅲ )テキスト

＋画像法の有効性を示すために， (Ⅰ )テキスト法と，

(Ⅱ )画像法の 2 種類と比較する実験を行った．(Ⅲ )テキ

スト＋画像法の正解率は，0.60 と他の 2 つに比べると

正解率は高く，体験型スポットを検出するには本文と

画像の両方の情報を用いることが有効であることが分

かった．特に，自動詞に関しては，テキスト中でその

ブロガーが実際体験したという意味でその動詞を用い

ていることが多く，さらに画像解析では誤認識が少な

いことから，体験型スポットの検出に，より有効な動

詞であることも読み取れた．   

一方で，他動詞は，“The chef cooked okonomiyaki．”

のように，そのブログエントリを投稿したブロガー以

外が主語となる文章で出現することが多く，実際体験

したという意味で出現することが少ない．さらに，画

像の解析では，食事をしているものに対して “cooking”

と認識しているなどといった誤認識も多い．テキスト

中で出てきた継続動詞 “cooking”は何かを作るという

意味で出現していない．さらに画像も料理の前でポー

ズをとっているものに対して “cooking”が出現してい

る．よって，このブログエントリは不正解と判定され

る．他動詞では，これらの要因が重なるブログエント

リが少なくないため，本文と画像の両方で継続動詞が

出現した場合でも，体験型スポットを含むブログエン

トリであると判定できないものが多い．このような理

由から，全体的に見た (Ⅲ )テキスト＋画像法の正解率

が 0.60 とあまり高い精度が得られなかった．本文中に

出現する継続動詞がどんな意味で使われているのかを

考慮することで正解率の向上につながると考えられる． 

6．おわりに  

本研究の目的は，旅行ブログエントリから体験型ス

ポットに着目し，それに対する類似体験型スポットを

検出し分析することで，その体験型スポットの魅力を

(Ⅰ )テキスト法  (Ⅱ )画像法  (Ⅲ )テキスト+画像法  

0.25  0.45  0.60  



 

 

見つけ，観光支援につなげることである．そこで，旅

行ブログから体験型スポットを自動検出するシステム

を構築した．実験の結果，(Ⅲ )テキスト＋画像法が正解

率 0.60 と最も高い数値であった．これより，体験型ス

ポットを含むブログエントリの検出には，本文と画像

両方を用いることが有効であることが分かった．また，

ただ継続動詞が出現するかどうかだけでなく，本文中

でどんな意味で利用されているのかを考慮するなどの

改善も必要であることが分かった．  

7．今後の課題  

本研究では，継続動詞に着目し，旅行ブログエント

リのテキストと解析した画像情報の中に継続動詞が含

まれているか否かで，体験型スポットを含むブログエ

ントリであるかを判定した．しかし，4.1 節の人手によ

る類似体験型スポットの分析の中には，“car factory”や

“wine taste”などのように，動詞以外の単語をキーワー

ドとしても検出できるものがあった．よって，継続動

詞以外の単語にも着目することでさらなる正解率の向

上に繋げることができると考える．また，本文中に出

現する継続動詞が，そのブログエントリの中で行われ

ている体験を意味しているのかを考慮する必要がある．

実験結果で (Ⅰ )テキスト法の正解率が 0.25 と低かった

のは，体験に関する意味で用いられていないものが多

かったためである． (Ⅲ )テキスト＋画像法の結果にも

影響するため，その動詞が使われている文書の主語に

も着目するなどして動詞の意味も考慮することで正解

率の向上につながると考える．  
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